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鹿児島測候所

、1. 蓄火口 本期間中，南獄頂上の奮火口は大鐘連額的噴煙活動をつどけ七ゐた.との噴煙は鹿

児島からみえ，火口総では牛透明友白色で同火口東側内壁火底上約3分の 1の高さにある経約縦

集 1闇奮火口内の噴煙孔 25米，横10米大の火孔から噴出されたJ

N 
(第 1園参照)との噴煙孔に近い南東側火

ノ旬 f¥-..:¥ A 
口内壁には淡白色の昇華物が附着してゐ

るる南側上部火口内壁から白色噴気があ

、る.'北側火口内壁断崖の敷個所にも白色噴

気があるらしいがj足下のため詳細は不明

である.とれらの白色噴気は少量高さ約 5

米まで上昇する程度である.・火口底は火山

次砂磯等の火山岩屑がしてゐて別に異常は
。

認められ在い.

.-2，，-新火口 との火口は昭和 14年 10月

葉 2園南荻新火口
26日未明にできたもので，咋 16年 4月

、

N 
281日の活動後は多少の白煙噴出し，時々間

歌的に黒友色煙を1，000........2，000米の高さにF

あげた(第 2園参照).現在火口の西側内

壁は頂部が絶壁を示L，火口底上の高さは

約 150米， 4段の階段朕をたしてその上部

岩壁か、ら白色噴気があり，その附近には幾

分古い淡友白色鎮物が附着してゐた(弱震

1参照).との噴気が肝付郡垂水台よび海

潟方面からみられる.

1; 新火口 鍋山火口方面から新火口を望むと，噴煙

は2僚みえる.ひとつは火口南端から上昇

寸る前記の白煙でV他のひとつは火口北端 (N部孔〉から上昇する噴煙であるー(潟真 Z参照). と
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の N 部孔上部岩壁には極く徴量の黄色硫黄の周濯には白色昇華物が附着してゐたL

'火口底部南側にも噴煙孔らしい凹地がひとつ認められたが明記しがたいLζの部分は砂礁の流堆

があり，噴煙は認められたく附近一帯に白色昇華物が附着してゐた.

火口底は砂磯の流堆のみで具献は認められなかった(窮民 3参照).

31" 昭和 17年 7月 16自の火山活動 (i)火口獄況昭和 17年 7月 16日 15時 04分ご・

らとの新火白はある程度の鳴動合よび地震を伴って小爆稜をした.ζの爆稜の際の噴煙長よび火

山友は東方のち南々東に流れた.南獄の西方約 11粁にある鹿児島測候所でほ人髄に感知せず，最

初との降衣を目撃したときには噴煙は南方に流れ大隅地方高隈山系に降雨があるやうであった.と

の爆設の地黙は前記の新火口沿よびその東側外斜面中部の 2個所と推定される.

との爆設の前々日 7月 14，日現地を調査したときには，新火口東側外斜面なよび同内壁火山岩層

に;台ほはれてゐた

今岡の爆稜でとの外斜面がもぎとられた如ぐ，新火口の下方 ENE約 100米地鮎にその破裂孔

と訟もはれる部分 B がある.との B孔は長軸が約 20米，短軸が約訪米と堆定される:(潟異

4参照).

新火口は潟真 1の A附近一帯が最もひどく愛形じたゃうで，とれを鍋山火山の方からめると潟

真 5tc示す通りである.今同の爆後以前は N部孔の噴煙が主なゃうであったが今同の爆禁後は N

1; 
火口

策 3園長石・赤色降友分布園 都孔は極少の白色噴気を火口線上に噴

命; ~; 
描出岩石直域 赤色降墜直哉
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出する程度になれ活動が Sに移っ

て友色噴煙沿よび白色噴気は南側に限

られたゃうである.弱震5に示す馬蹄

型断崖f!pち第2、固で、新火口に切り込ん

でゐる断崖に包まれた軽石堆積の山腹

上苦~の噴気個所台よび噴気量はともに

増してゐて南北に一直線上にある.

(ii) 噴出物噴石分布医域は穴鵠

第 3園に示す如てであるとのうち B

孔の下方 SE約 20米の地貼に-は経

約5米大の抱出岩があり，爆後 20時

間後にも熱があった 降友は庚く肝付

方面に長よんだ. との火山友は友色で

降友量は新火口から南々東方 2，500米
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の地黙す 0.247瓦/糎2で、あった.乙の降友後赤色煉瓦色の降友が小匿域にあった. との直域}ま火口

から鍋山第1火口南側附近ま，でで鍋山附近は鮮明で、あるが火口近傍はあまり鮮明で‘友v、. との赤色

降友直域に 1米内外の松木 15.......16本と雄草が極く僅か生えてゐた.との松木はほとんど、すべて枯

死してゐたが，雑草は枯れてはゐ友かった.鍋山第1火口と新火口 E 方との中間に相官の凹地が

あり松木以外の樹木だ相嘗生えてゐたが，以前から枯死してゐたのでとの赤色降次の影響如何は不

明である.
紫 4園初降友等時線国 F 

-
Y
W
ぅ

降友会布匿域は訟もに棲島の SE方昨損

り，、垂水手根附近は最大3糎程度で地上

一面すきまな{積り家屋内にも侵不してた

びたび掃きだすほEであった.初降友時刻

が爆音聴取後何秒ーといふ報告にもとづき，

.音速を仮定して逆に計算じて初降友線をか

いた(第 4園参照). との計算の結果は次

の様にたったp ペ

火山友の初速度 11米/秒'

降次限界までの最大速度 (SF方向〉;

7.5米/秒

志布志町附近では 19日早朝j僅かに降友

があった.

鍋山第1・第2雨火口南側附近I'C17 日の観測時1'C 2~3 の噴気孔があり水蒸気を噴出してゐた

が，温度は地表面で平均 70
0

Cであった.

(iiL 音響 7月 16日 15時ごろの棲島火山活動時に聴取された音響は向島の S方にひろが

り，強いととろでは窓硝子の振動を感じ，金属様音をきいたととろもあった(第5園参照).

鹿児島測候所では自記晴雨計に空振が記象せられ，その振幅は 0.3粍で、あった.

4 温泉南獄南々西方にある古里温泉の海漫に湧出する湯の温度Jは次表の通りである.測定

場所は干潮時には海遅から約6米の地貼であって満潮時には海水にひたるため温度の測定は不能で

ある 測定は総て干潮時に行ったものでゑる.

観 訊1 時 温泉温度 海水温度 鹿児島港干潮時
J 

7月 15日 15時、30分
ζ2 .49.200 14時30分

7 17 15 50 49.4 15. 30 

8 -11 15 .00 49.7 31.5 13 05 
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集 5閏 昭和 17年 7月 16日 15時頃の活動時の音響分布園 ;;;? 
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5. 火山性地震 (i) 地震計記象 鹿児島測候所のウィーヘノレト地震計記象中，棲島火山性地震

は特徴ある記象型を示す(験震時報第 11巻第 1競参照). とれによると今岡の火山性地震の稜震

時は 16日 15時 30介 58.6秒，最大振幅は 400μであった(第 6園参照);

(ii)・爆投時 鹿児島測候所と爆後火口との水平距離は約工1粁であるから地震波が火口から鹿

児島測候所に達するのに約 3秒かLるとしてh今同の爆稜時は 15時 03会 55.6秒となる.

f 
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第 6園地震記象

-"分今長さ
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